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２．事業の概要と成果  

（１）上位目標 「土のう」による道直し技術を使った生活社会基盤（未舗装道路）を、住民自らが整備

または維持管理するような技術移転活動を通して、生活改善に向けた住民活動が活性化

し収入、生活レベルが向上する。 

 
（２）事業内容 
 
 
 

Ⅰ 農民アソシエーションの支援を通じた「土のう工法」による道直しの推進 （リフ

トバレー州北部） 

活動 1：アソシエーションの運営管理・技術能力強化 

 1-1 アソシエーションの定期役員会、講習会（執行部役員 5 名程度）を毎月開催した。 

 1-2 アソシエーション代表者の現場施工管理能力強化のため、活動 3,4 の道直しトレー

ニングで現場監督実習を行った。 

 活動 2：関係機関（道路省、県、農業省、ＣＤＦ事務所、カウンティ等）とのステーク

ホルダーミーティングを開催した（12 月 5 日、写真 7 参照）。 

活動 3,4：「土のう工法」を用いた道直しトレーニングを行った(5 日間×8 ヶ所、写真

1-6 参照)。 

Ⅱ 生産組合に対する「土のう工法」による道直しの推進（セントラル州） 

活動 6：ケニアコーヒー公社等の農民組織に対し、｢土のう工法｣を用いた道直しトレー

ニングを行った（1 ヶ所、写真 8 参照）。 

（３）達成され

た効果 
 

活動 1：役員の改選、会計管理の透明性確保のための対策を話し合いが行われた（現在

も改善策を検討中）。周辺のコミュニティに働きかけ、URDA 主体で道路整備が行われ

た（昨年度より継続）。 
活動 2：ワークショップが開催され（2011 年 10 月 18 日）地方行政組織等の関係機関等

とアソシエーションメンバーによる意見交換が行われ「土のう工法」による道直し活動

が理解された(関係機関 4 名、アソシエーション代表 20 人）。 

活動 3,4：道直しトレーニングの実施された（8 チーム）。 
 道路の補修距離：1,093m 参加農民数：262 名（下表 1、添付書類 1 写真参照） 

 表 1 「土のう工法」を用いた道直しトレーニング 

活動 6：コーヒー生産組合に対して「土のう工法」による道直しを行なった(下表 2）。 
｢土のう工法｣の有効性が理解され、施工を行った若者達が社会事務所に新規に農民グル

ープ登録を行うなど、積極的な反応が見られた。 

 表 2  生産組合に対して行った道直しトレーニング 
 

 内

容 
活動地 実施日 

（5 日間） 
チーム名 参加人

数 
施工距

離(ｍ） 
備考 

1 経

験

者

向

け 

ワーレン県カプ

サレット郡 

 

11/28-12/4 クカダ 36 87 側溝整備 352m 
2  1/15-23 キムリ 33 112 側溝整備 224 
3 12/20-24 ジャショマレール 36 113 側溝整備 450m 
4 10/22-29 カプレラッチ 33 126 側溝整備 184.5m 
5  1/8-14 オアシス 33 220 側溝整備 310m 
6 11/20-26 シマット 34 229 側溝整備 370m 
7 ケセス郡 10/31-11/6 マザルオ 33 93 側溝整備 175m 
8 初心

者向 

エルドレットイー

スト県モイベン郡 
12-16Nov 

 

フォーエバーユース 25 113 側溝整備 262m 

合計 263 名 1,093m  

 活動地 
 

実施日 
(各 5 日間) 

組合名 参加

人数 
施工距

離 
備考 

1 
 キアンブカウンテ

ィギツゥングリ県 
1/28-2/1 

コモタイ コー

ヒー組合 
25 名 74ｍ 

側溝整備 120m 
（カネケ工場付近） 
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（４）今後の見

通し 
 
 

活動 1 道路省へコントラクターとしての登録をするための、会計士の指導のもと会社

登録等の手続きを継続する。 

活動 2 プロジェクトの報告、今後の計画に対する話し合いのため、関係機関を招き、

ワークショップを行う（8 月予定）。 

活動 3 「経験者」（昨年度事業の初心者チーム）を対象に、道直しトレーニングを実施

する。また、簡易施工計画書(見積もり）作成技術、現場監督技術、事業申請書作成技

術の習得のための講習会を、これまで道直しを終えている 7 チームも含め実施する。 

 表 4「土のう工法」を用いた道直しトレーニング予定（ワーレン県 2 チーム） 

活動 4 ｢初心者｣を対象に、｢土のう工法｣を用いた道直しトレーニングを行う(10 チー

ム) 

 表 3 「土のう工法」を用いた初心者向け道直しトレーニング活動予定 

活動 5：今後 3 月の選挙後の各カウンティの動向などを注視しながら、各県においてス

テーキホルダーミーティング（各生産組合代表者、道路事務所、カウンティ等）を開催

し連携強化を図り、行政予算による｢土のう工法｣を用いた道直しの実施について働きか

けを行う。 

活動 6：ケニアコーヒー公社等の農民組織に対し、｢土のう工法｣を用いた道直しトレー

ニングを行う（9 ヶ所）。 

 表 5 支援予定の組合組織一覧 

※フォローアップ（6-7 月） 
 道直しトレーニングが終了したチームに対し、道のメンテナンスについてフォローア

 活動地 実施

予定 
 

チーム名 人数 備考 

1 カプサレット郡 4 月 ソンゴリエット 33 農村部  
2 ケセス郡 5 月 セリトエック 33 農村部  

 活動地 実施

予定 
 

チーム名 人

数 
備考 

1 ワーレン県カプサレッ

ト郡 
3 月 キプカレン 25 市街地 

2 3 月 ムワトシャ ユース 25 市街地 
3 

ケセス郡 

2 月 レヘマ セルフヘルプ 25 農村部 
4 4 月 チェプティレットユース 25 農村部 
5 4 月 オルゲチャップ セルフヘルプ 25 農村部 
6 5 月 チョヤット ユース 25 市街地 
7 エルドレットウエスト県

ソイ郡 
6 月 フロントライン 25 農村部 

8 6 月 エウェロフルマ 25 市街地 
9 タルボ郡 7 月

月 
エペソⅡ 25 農村部 

10 エルドレットイースト県 7 月 フォディアムーブメント（アイナブコイ郡） 25 市街地 

 活動地 実施 
予定 

 

チーム名 人数 備考 

1 キアンブー

カウンティ 
 

ラリ県 3 月 カグエ 紅茶会社 1 25 
25 

 
2 4 月 カグエ 紅茶会社 2 25  
3 4 月 ガリマユ 乳業組合 25  
4 ギツゥング

リ県 
2 月 コモタイコーヒー組合 25  

5 2 月 ギティツ コーヒー組合 25  
6 キアンブー

ウエスト県 
5 月 キアンバーコーヒー組合 1 25 

25 
 

7 5 月 キアンバーコーヒー組合 2 25  
8 ムランガカ

ウンティ 
ガタンガ県 6 月 キノゲラマ コーヒー組合 25  

9 6 月 テカゲティ コーヒー組合 25  
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ップを行う。初めて道直しに参加したメンバーに対して認定書を交付する。 
 また、道直しによって地域にどのようなインパクトがあったか等、以下の点を中心に

グループとの話し合いを通して調査を行う。（農作物出荷量・販売金額、学校・診療所

へのアクセス、住民活動の実施状況等） 

 


